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溝
・
と
い
な
ど
を
点
検

　
六
月
十
一
日
は
入
梅
。
ま
も
な
く
本
格
的
な
雨
の
季
節
が
や
っ
て

き
ま
す
。
市
で
は
、
雨
期
を
前
に
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
。
的
確

な
対
策
活
動
を
す
る
た
め
、
市
内
の
災
害
危
険
個
所
を
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
家
の
周
り
で
も
、
溝
や
と
い
な
ど
に
た
ま
っ

た
ゴ
ミ
や
土
砂
が
原
因
で
、
わ
ず
か
な
雨
で
水
が
あ
ふ
れ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
早
め
に
点
検
し
雨
期
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

集中豪雨があった場合に危険が予想される

個所をパトローフレo 5月31日、炭山で。

　
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
で

　
現
状
を
把
握

　
毎
年
、
雨
期
に
な
る
と
集
中
豪

雨
に
よ
る
浸
水
や
土
砂
く
ず
れ
の

被
害
が
全
国
的
に
発
生
し
て
い
ま

す
。

　
昨
年
市
内
で
は
、
局
地
的
な
集

中
豪
雨
に
よ
っ
て
中
小
河
川
や
水

路
が
あ
ふ
れ
、
道
路
や
民
家
が
一

部
浸
水
し
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も

大
き
な
被
害
に
は
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
Ｌ
示
し
、
府
南
部
で
は
五
十
九

里
八
月
二
十
七
日
未
明
の
集
中
豪

雨
時
に
、
京
都
地
方
気
表
邑
辺

観
測
所
で
、
一
日
雨
量
七
十
φ
を

記
録
。
道
路
に
水
が
あ
ふ
れ
た
り
、

土
砂
崩
れ
に
よ
り
通
行
止
め
に
な

っ
た
り
ト
笙
し
た
。
や
は
り
雨
期

に
は
少
し
の
油
断
も
許
さ
れ
ま
せ

ん
。

　
こ
の
た
め
市
で
は
、
去
る
五
月

三
十
日
と
三
十
一
日
の
両
Ｂ
、
市

長
・
市
幹
部
職
員
を
は
じ
め
、
府

な
ど
の
関
係
者
が
、
市
内
の
災
害

危
険
場
所
の
現
況
を
把
握
し
て
的

確
な
対
策
活
動
か
ず
る
た
め
賢
火

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
。
住
宅
団
地

ｔ
晟
地
や
河
川
、
た
め
池
な
芦
千

個
所
か
視
察
し
ま
し
た
。

　
激
し
い
降
雨
時

　
気
象
情
報
に
注
意
を

　
雨
期
に
付
き
も
の
な
の
が
、
大

雨
な
ど
の
注
意
報
や
警
報
。
雨
の

降
り
方
が
激
し
い
と
感
じ
た
ら
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
気
象
情
報
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
大
雨
注
意
報
は
一
時
間
雨
量
が

お
お
ひ
ね
二
十
い
以
上
で
被
害
が

予
想
さ
れ
る
場
合
に
、
警
報
は
そ

れ
四
宝
の
重
大
な
災
害
が
予
想
さ

れ
る
場
合
に
発
令
。
ち
な
み
に
、
一

時
間
雨
量
三
十
φ
以
上
の
時
は
、

バ
ヶ
ツ
を
び
っ
く
り
返
し
た
よ
う

な
激
し
い
降
雨
状
態
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
ラ
な
自
然
の
猛
威
を
避

け
る
の
は
難
し
く
、
そ
の
来
襲
を

完
ぺ
き
に
予
期
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
突
然
の
自
然
災
害
を
少

し
で
も
軽
く
す
る
た
め
に
は
、
替

段
か
ら
の
心
掛
け
が
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
に
な
り
ま
す
。

身
近
な
環
境
整
備
で

　
　
被
害
を
最
小
限
に

　
大
雨
に
よ
る
被
害
夕
最
小
限
に

と
ど
め
る
た
め
、
身
近
に
で
き
る

環
境
整
備
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

　
床
下
浸
水
の
原
因
が
、
側
構
に

た
ま
っ
た
。
コ
ミ
だ
っ
た
と
い
う
例

は
、
毎
年
の
ぶ
つ
に
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
雨
Ｊ
と
い
や
排
水
管
に
木

の
葉
や
ゴ
ミ
が
つ
ま
っ
て
い
な
い

か
、
家
の
周
り
の
溝
な
ど
に
空
会

カ
ン
、
紙
箱
、
ピ
ニ
ー
ル
、
ポ
リ

容
器
、
廃
材
、
土
砂
な
Ｉ
か
つ
ま

っ
て
い
な
い
か
な
芦
干
分
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
　
溝
掃
除
で
出
た

　
　
泥
・
ゴ
ミ
の
回
収

　
町
内
会
や
自
治
会
な
芦
雅
膚
掃

除
か
仔
っ
た
時
の
ゴ
ミ
や
土
砂
は
、

市
が
回
収
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

溝
の
土
今
ハ
れ
る
プ
ラ
ス
チ
″
ク

容
器
を
無
料
で
お
貸
し
し
て
い
ま

す
。
市
璧
侃
掃
事
務
所
（
魯
⑩

　
京
都
府
が
、
太
陽
が
丘
（
山

城
総
合
運
動
公
園
）
に
建
設
を

進
め
て
い
た
競
泳
プ
ー
ル
が
こ

の
ほ
退
屈
。
七
月
一
日
か
ら

オ
ー
プ
ン
し
毒
ｙ
。

　
完
成
に
巡
の
は
、
ス
タ
ン
ド
・

管
理
棟
羞
四
え
た
五
十
μ
プ
ー

ル
と
移
動
屋
根
を
備
え
た
二
十

五
μ
プ
ー
ル
で
、
い
ず
れ
も
公

認
プ
ー
ル
で
す
。
六
十
三
年
京

都
国
体
夏
期
大
会
で
は
、
五
十

μ
プ
ー
ル
は
本
水
競
技
会
場
に
、

二
十
五
肩
プ
ー
ル
は
補
助
プ
ー

ル
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
両
プ
ー
ル
共
に
、
大

会
な
ど
で
の
専
用
使
用
が
無
い

場
合
に
限
り
、
一
般
使
用
で
き

ト
ス
タ
ン
ド
・
管
理
棟
を
備
え
た
5
0
m
プ
ー
ル

3
1
4
1
）
へ
、
溝
掃
除
を
す
る

一
週
間
程
前
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
容
器
に
は
、
必
ず
新
聞

紙
鳶
歿
い
て
溝
土
を
八
分
目
ま
で

入
れ
、
十
分
に
水
切
り
し
て
ぐ
だ

ト
町
内
会
で
協
力
し
合
っ
て
溝
掃
除

とｸﾐ

太陽が丘プールの利用案内

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
昨
年
七
月
に
オ
ー
プ

ン
し
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ー
ル
は
、

水
上
ス
テ
ー
ジ
が
あ
る
諒
隙
プ

ー
ル
と
二
十
五
μ
、
七
コ
ー
ス

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ー
ル
の
外
、

水
辺
に
砂
利
を
敷
き
海
の
感
じ

か
田
し
て
い
る
造
反
プ
ー
ル
、

ウ
ォ
ー
タ
ー
ボ
ブ
ス
レ
ー
と
ス

ラ
イ
ダ
ー
が
設
け
ら
れ
た
滝
す

べ
り
、
そ
し
て
幼
児
専
用
プ
ー

ル
の
五
施
設
夕
備
え
、
利
用
者

の
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
開
設
期
間
や
利
用
料
金
な
ど

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。
詳
し

ぐ
は
、
勢
京
都
府
公
園
公
社

　
（
Ｓ
⑩
1
3
1
3
）
へ
。

n a 開設期間 利用　料金な　ど

ファミリー

プール

7/1-9/1

(午前9時ヽ
　午後5時)

大人=900円. 高役生＝600円

小･中学生=400円、幼児u歳以上)100円

団体割引(25人以上. 2割引)

50･25"S.≪ﾌﾟｰ/vli大会など専累使弔のない場合;:S')fi!aできます．

25"!プール

9/2-9/30

午前･午後

(λii昏m

大人＝400円、高枚生=300円

小･中学生＝200円、幼児(4汲以上)=5(〕円．

団体割引(25人以上, 2割引)

50･25･ﾌﾟｰﾙ

専用・コー

ス使用

(申し込み制)

9/2-9/30

午前■fit･

全日の3区分

午前 午ii 全　日

50 "1
全面 24.000円 32,〔xw円50.000円

コース 3.000円 4,000円6,300円

25m
全面 12.000円 16,(XX〕円25.000円

コース 2,100円 2,800円 4,400円

　
便
槽
に
入
る
水

　
こ
ん
な
方
法
で
防
止
を

　
一
時
的
な
浸
水
で
も
、
便
所
へ

水
が
入
る
と
使
え
な
く
な
り
ま
す
。

　
く
み
取
り
口
が
横
ぷ
だ
式
の
場

合
は
、
土
の
う
・
ナ
イ
ロ
ン
ｆ
浸

水
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
マ
ン
ホ
ー

ル
式
の
場
合
は
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の

ふ
た
を
ナ
イ
ロ
ン
や
新
聞
紙
で
覆

い
、
重
し
な
ど
か
雌
い
て
密
閉
匁

　
な
お
、
収
集
日
に
は
こ
れ
ら
の

も
の
を
取
り
除
き
、
く
み
取
り
作

業
が
に
羊
す
い
状
態
に
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

　
く
み
取
り
ロ
が
周
囲
の
地
面
よ

り
低
い
場
合
や
破
損
し
た
ふ
た
の

修
繕
｝
。
恬
な
と
認
ぐ
は
、
城
南

衛
生
管
理
組
合
（
ｓ
0
7
5
6
3
1
1
ｎ

１
７
１
）
ま
で
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
ぐ
だ
さ
い
。

　
　
中
原
　
貫
一
さ
ん

　
　
　
　
　
自
治
功
労
者

　
宇
治
市
自
治
功
労
者
の
中
原
貫

一
さ
ん
（
菟
道
大
垣
内
こ
Ｉ
）
が
、

五
月
二
十
七
日
、
死
去
さ
れ
ま
し

た
。

　
中
原
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
七
年

十
一
月
か
ら
三
十
一
年
九
月
ま
で

宇
治
市
教
育
委
員
か
歴
任
さ
れ
、

ま
た
、
三
九
年
一
月
か
ら
五
十

三
年
六
月
ま
で
宇
治
市
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
夕
勁
め
ら

れ
る
な
ど
、
地
方
自
治
に
ご
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
慎
ん
で
ご
め
い
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

465

善
法
青
少
年
セ
ン
タ
ー

６
月
２
日
開
館

ト
開
館
を
祝
い
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
す
る

　
池
本
市
長
と
関
係
者

知育・体育の場に

　
さ
る
六
月
二
日
、
宇
治
市
善
法

青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
開
館
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
市
関
係

者
、
議
長
を
は
じ
め
児
童
召
か
テ

ー
プ
カ
″
ト
を
し
た
後
、
児
童
代

表
が
「
勉
強
や
遊
び
に
み
ん
な
で

楽
し
ぐ
利
用
し
た
い
で
す
」
と
あ

い
さ
つ
。
音
楽
合
一
な
ど
記
念
行
事

か
薬
し
み
開
館
を
祝
い
ま
し
た
。

　
こ
の
善
法
青
少
年
セ
ン
タ
ー
は
、

同
和
対
策
事
業
の
一
環
と
し
て
設

冊
百
れ
た
青
少
年
の
た
め
の
複
合

施
設
（
教
育
集
会
所
・
児
童
セ
ン

タ
ー
）
で
す
。

　
同
和
地
区
の
青
少
年
の
教
育
・

文
化
の
向
上
、
健
全
育
成
を
目
的

と
し
て
、
学
習
・
文
化
一
－
動
の
場
、

ま
た
、
体
育
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
、
そ
し
て
健
全
な
遊
び
の

場
と
し
で
設
け
ら
元
だ
も
の
で
す
。

　
建
物
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
二
階
建
の
学
習
棟
と
、
鉄
骨

平
屋
建
の
遊
戯
室
棟
で
、
延
べ
面

積
は
約
九
百
十
七
平
方
μ
。
学
習

棟
一
階
に
は
、
特
別
学
習
室
と
事

務
室
、
二
階
に
は
、
三
つ
の
学
習

室
、
集
会
室
、
図
書
室
が
配
置
さ

れ
て
い
卓
子
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
青
少
年
に
対

す
る
学
習
、
ス
ポ
ー
ツ
等
の
講
座
、

教
室
の
開
設
、
自
主
学
習
や
健
全

な
遊
び
場
の
提
供
と
指
導
、
各
種

相
談
と
指
導
等
が
行
り
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
康
司

　
市
で
は
、
差
別
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
く
た
め
、
ふ
礒
と
も
、

同
和
行
政
の
推
進
に
努
め
て
い
き

李
ゐ
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
。
一
人

ひ
と
り
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

雨期に備えて

太陽が丘競泳プール

7月1日オ－プン
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６月15日から塔の島畔で

　
宇
治
川
の
鵜
（
ウ
）
飼
い
が
、
六

月
十
五
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
か
が
り
火
の
中
で
、
巧
み
な
手

綱
き
ば
ざ
か
見
せ
る
風
折
烏
帽
子

（
か
ざ
お
れ
え
ぼ
し
）
に
腰
み
の
姿

の
鵜
匠
。
そ
し
て
、
鵜
が
軽
快
に

銀
鱗
（
り
ん
）
の
鮎
（
ア
ユ
）
名
号

姿
は
、
宇
治
川
の
夏
の
風
物
詩
と

下
水
管
に
与
え
る

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
の
影
響

　
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
と
い
う
、

ス
イ
ッ
チ
一
つ
で
野
菜
く
ず
は

元
よ
り
、
魚
の
骨
、
割
り
ば
し
、

紙
袋
な
ど
、
台
所
の
ゴ
ミ
鷺
瞬

時
に
粉
砕
し
、
水
と
一
緒
に
ジ

ュ
ー
ス
に
し
て
下
水
に
流
す
ゴ

ミ
処
理
器
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
器
具
蛙
厨
の
ゴ
ミ
処

理
対
策
に
は
、
大
変
快
適
で
便

利
な
も
の
で
す
。
し
か
し
、
こ

の
排
水
を
処
理
す
る
公
共
下
水

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
川
面
聚
覧
履
る
涼
風
は
格
別
。

夏
の
夜
の
ひ
と
と
き
を
、
ぜ
ひ
鵜

飼
い
見
物
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
▼
期
間
・
：
６
月
1
5
日
出
～
８
月

3
1
日
出
▼
乗
船
場
所
・
・
・
喜
撰
橋
西

詰
め
▼
料
金
・
・
・
乗
合
船
４
　
　

三
百
円
、
そ
と
左
〈
百
円
貸
切

船
三
万
七
千
円
（
1
0
人
乗
り
）
、

二
万
五
千
円
（
1
5
人
乗
り
）
、
三
万

五
千
円
（
2
0
人
乗
り
）
、
五
万
円
（
3
0

人
乗
り
）
▼
出
航
時
間
…
悉
屈

は
午
後
７
時
と
８
時
2
0
分
（
８
時

2
0
分
は
不
定
期
）
。
貸
切
船
は
日
没

道
に
は
、
ど
の
よ
シ
な
影
響
が

牛
Ｉ
る
で
し
よ
夕
司

　
実
験
で
は
、
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ

ー
タ
使
用
し
た
場
合
、
下
水
濃

度
は
二
倍
に
、
下
水
管
内
の
沈

▲闇にかがり火の映えるウ飼いショー

か
ら
随
時
▼
問
い
合
わ
せ
・
：
宇
治

川
観
光
通
船
（
酋
⑤
2
3
2
8
）
・

宇
治
観
光
協
会
（
公
⑩
～
３
４
）

へ
。
。
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

お
知
ら
せ

　
小
学
生
軟
式
庭
球
大
会

　
宇
治
市
軟
式
庭
球
協
会
の
主
催

旭
町
い
ま
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
６
月
3
0
日
剛
、
午
前

遂
に
は
処
理
能
力
牽
上
回
っ
て

し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る

　
排
水
基
準

９
時
（
雨
天
の
場
合
は
７
月
７
日

間
に
順
延
）
▼
と
こ
ろ
…
向
島
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
▼
種
目
…
男
女
と
も

ダ
ブ
ル
ス
で
５
年
・
６
年
の
部
（
５
、

６
年
混
合
の
場
合
は
６
年
の
部
）

▼
対
象
・
・
・
小
学
校
５
、
６
年
男
女

▼
参
加
費
…
無
料
▼
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
・
・
・
岩
口
求
さ
ん
（
容

⑩
6
5
6
9
）
へ
電
話
で
。

　
　
　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
　
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

　
〈
バ
ド
ミ
ヽ
ｙ
ト
ン
〉

　
▼
日
程
…
○
６
月
1
9
日
團
＝
午

後
７
時
半
～
９
時
半
、
南
部
小
学

校
体
育
館
0
2
3
日
間
＝
午
前
1
0
時

～
正
午
、
岡
屋
小
学
校
体
育
館
▼

参
加
費
・
：
無
料
。

　
　
一
人
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
参
加

で
政
蛋
す
。
上
靴
夕
痔
っ
て
、
直

接
会
場
へ
。
　
吊
民
体
育
課
）

　
　
精
薄
者
更
生
施
設
へ
の

　
　
体
験
入
所
の
参
加
者
募
集

　
京
都
府
で
は
、
心
身
障
害
（
児
）

者
施
設
療
育
事
業
の
一
環
と
し
て
、

精
神
薄
弱
者
更
生
施
設
へ
の
体
験

入
所
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
更
生
施
設
に
短
期
入
所
し
、

ン
グ
店
、
歯
科
医
・
整
形
外
科

医
な
ど
で
は
浮
遊
物
や
混
濁
物

か
分
離
す
る
装
置
禦
殴
し
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
更
に
、
工
場
廃
水

ス
を
流
す
ぷ
つ
に
は
設
計
さ
れ

て
い
な
い
の
で
、
下
水
管
内
の

沈
殿
物
が
腐
敗
し
て
メ
タ
ン
や

硫
化
水
素
な
ど
の
ガ
ス
が
発
生

す
れ
ば
、
不
快
な
だ
け
で
な
く
、

下
水
管
内
の
掃
除
も
困
難
に
な

り
ま
す
。
こ
の
よ
シ
な
汚
水
が

増
え
れ
ば
、
処
理
場
で
の
水
質

浄
化
の
負
担
が
大
き
ぐ
な
り
、

下
水
管
之
傷
め
た
り
詰
ま
ら
せ
　
　
て
い
ま
す
。

る
だ
け
で
な
く
、
最
終
的
に
は

処
理
場
の
機
能
を
妨
げ
て
、
処

理
水
の
水
質
か
悪
化
轟
圭
す
。

　
こ
の
た
め
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
や
中
華
料
理
店
、
レ
ス
ト

ラ
ン
な
芦
芯
は
油
脂
分
離
装
置

（
オ
イ
ル
ト
ラ
″
プ
）
を
、
ま
た

理
髪
店
や
美
容
院
、
ク
リ
ー
ニ

　
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
に
も

　
処
理
装
置
を
設
置

　
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
の
利
用
が

増
え
れ
ば
同
様
に
、
下
水
管
の

流
れ
を
妨
げ
、
ま
た
水
質
公
害

を
引
卑
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。
デ
″
ス
ポ
ー
ザ
ー
の
使

交
通
死
亡
事
故
が
激
増

市
内
は
過
去
最
悪
の
状
況

　
最
近
、
交
通
事
故
に
よ
る
死

亡
者
が
激
増
し
て
い
ま
す
。

　
宇
治
警
察
署
管
内
で
の
一
月

一
日
か
ら
五
月
八
日
ま
で
の
死

者
数
は
八
人
で
、
昨
年
同
期
に

比
べ
て
五
人
も
増
加
し
て
い
ま

す
。
同
様
に
、
宇
治
市
内
で
も

死
者
数
は
既
に
三
人
で
、
過
去

最
悪
と
言
わ
れ
た
昨
年
を
し
の

ぐ
勢
い
で
増
え
て
い
未
了
。

施
設
へ
の
理
解
か
深
め
て
い
た
だ

こ
ラ
と
い
ラ
も
の
で
す
。
積
極
的

な
ご
利
用
鴛

　
▼
参
加
資
格
・
・
・
療
育
手
帳
か
痔

つ
養
護
学
校
高
等
部
に
在
学
中

の
生
徒
と
在
宅
障
害
者
、
そ
の

保
護
者
▼
費
用
・
・
・
食
費
（
一
食
三

百
円
程
度
）
、
た
だ
し
忠
洒
保
護
受

給
世
帯
は
免
除
▼
申
し
込
み
・
問

い
〈
Ｓ
せ
・
・
・
福
祉
事
務
所
障
害
福

祉
係
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
印
鑑
を

下
水
道
施
設
を
大
切
に

一
　
　
　
　
　
く
ｉ

一
…
…
…
’
・
’
：
…
…
…
…
：
：

－ ｌ －

用
に
際
し
て
も
、
排
水
中
の
混

濁
物
か
分
離
さ
せ
る
装
置
か
設

置
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
◇

　
牛
活
排
水
や
産
業
廃
水
を
ス

ム
ー
ズ
に
流
し
、
下
水
道
施
設

夕
有
効
に
機
能
さ
せ
る
こ
と
は
、

快
適
な
牛
活
環
境
と
豊
か
な
自

然
を
守
る
た
め
に
、
大
切
な
こ

と
で
す
。
。
　
（
下
水
道
課
）

　
交
通
死
亡
事
故
の
特
徴
的
傾

向
と
し
て
①
無
免
許
・
飲
酒
・

ス
ピ
ー
ド
違
反
な
ど
、
悪
質
無

謀
運
転
に
起
因
す
る
も
の
が
多

い
②
ま
た
、
々
。
プ
で
の
ス
ピ

ー
ド
の
出
し
過
ぎ
に
よ
る
路
外

逸
脱
、
物
件
衝
突
な
ど
単
独
、

自
損
事
故
が
多
い
Ｉ
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
他
、
若
者
が
運
転
す
る

持
参
し
直
接
。

　
な
お
、
日
程
は
申
し
込
み
に
応

じ
て
施
設
と
調
整
の
上
、
決
定
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

体験入所の対象施設

施　設　名 所在地

みずなぎ学園 ｀舞鶴市

福知山学園 福知山市

みずのき寮 亀岡市

美山育成苑 美山町

南山城学園 城陽市

あけぼの学園 八木町

　
私
立
幼
稚
園
児
の

　
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

　
市
で
は
、
私
立
幼
稚
園
教
育
の

一
層
の
普
及
・
充
実
を
図
る
た
め
、

私
立
幼
稚
園
に
四
・
五
歳
児
を
通

園
さ
せ
て
い
る
忘
詮
に
対
し
、

幼
稚
園
を
通
じ
て
保
育
料
の
補
助

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
、
六

月
下
旬
に
各
幼
稚
園
を
通
じ
て
、

　
「
調
書
」
を
配
布
し
示
す
。
調
書

に
は
、
昭
和
六
十
年
度
の
「
市
・

府
民
税
納
税
通
知
書
」
か
添
え
て

提
出
し
で
Ｉ
だ
さ
い
。
補
助
金
は
、

十
二
月
ご
ろ
支
給
す
る
予
定
で
す
。

　
　
（
企
画
管
理
部
総
務
課
）

　
小
学
生
を
持
つ

　
親
の
教
室

　
▼
日
程
・
内
容
・
・
・
右
下
表
の
と

自
動
二
輪
車
の
ス
ピ
ー
ド
違
反

に
よ
る
事
故
や
、
老
人
の
横
断

歩
行
中
の
被
害
が
多
く
、
こ
れ

ら
は
特
に
夜
間
に
国
道
・
府
道

で
多
発
し
て
い
求
ｙ
。

　
四
惨
な
事
故
を
防
ぐ
た
め
、

運
転
者
は
安
全
速
度
か
必
ず
守

り
、
交
差
点
で
は
一
時
停
止
な

ど
で
歩
行
者
の
安
全
を
確
保
す

る
ぶ
？
心
掛
け
ま
し
Ｉ
コ
。
そ

し
て
、
運
転
に
際
し
て
は
必
ず

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
ヘ
ル
メ
″
ト

か
晋
用
し
ま
し
ょ
う
。
他
方
、

歩
行
者
は
道
路
金
｀
断
ず
る
時

は
、
面
倒
で
も
横
断
歩
道
や
陸

橋
か
莉
用
し
、
走
行
車
両
の
直

前
・
直
後
の
横
断
は
絶
対
に
や

交通事故発生状況,x･〃i≫iﾀe土iへ/几l肌日～4 月剽カッコ円は昨牛皿)　ま

発生件数 死者数 負傷者数リ京都府下 5,224(十231)63(－l） 6;621(十210)

宇治市内 E63(十21)3(十2) 327(十33)

1 a 1日～５月８日（カッコ内は昨年比）填ｉ
宇ii;署管内 501(十63) 8（十5）‘636（十98）

小学生をもつ親の教室日程表

月a テ　ー　マ 講師(予定）

6/25
　図

(開講式)

今、現代っ子は一小学生の素顔－

宇治市教育委員会乍校教育課

指導主事

ヅ 小学生の心と身体の発達

W教大;S浪花　博さん7／6
　出 子どもの問題の理解

7/12
　閉

家庭における子どもとのかかわり

7/23

子どもの学力とやる気
京郁敦育大学

教授　栗田　修さん
7/29
　びl)

Ｖ 子どもの健康を守る食生活
京都府立大学生

学部a･tilt

刮t学部

文　善軸さん

9/10
子どもの遊びの大切さ

京都大学教育学部
助教授　上杉孝責さん

9/13
　6

小学生の家庭指導tまご?昆ｙ
宇治市立木幡中学校

教ISi　梅原正己さん

9/24
　肉

(閉at式)

子どもを伸ばす家庭環境

宇治市ね育委貝会青少年対策室

指導主恭

※日程とテーマについては.It合で変更することもあります。

お
り
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９

時
半
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
木
幡
公

民
館
▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住
の
小
学

生
舎
弓
親
▼
定
員
・
・
5
0
人
（
先

着
順
）
▼
申
し
込
み
…
６
月
一
１
１
日

か
ら
木
幡
公
民
館
（
豊
⑩
8
2
9

0
）
へ
阿
部
直
接
来
館
で
▼
保

育
・
：
２
歳
以
上
の
幼
児
（
定
員
2
0

人
）
。
お
や
つ
代
一
人
五
百
円
。
ご

希
望
の
人
は
、
受
講
申
し
込
み
時

に
合
わ
せ
て
。
（
木
幡
公
民
館
）

　
中
国
残
留
日
本
人
孤
児
の

　
身
元
引
き
受
け
人
を
募
集

　
▼
引
き
受
け
期
間
…
３
年
以
内

▼
対
象
・
・
・
身
一
元
が
判
明
し
て
い
な

い
帰
国
孤
児
世
帯
の
置
か
れ
て
い

る
立
場
か
理
解
し
、
孤
児
世
帯
が

早
く
日
本
の
社
会
に
定
着
で
き
る

よ
う
、
指
導
に
熱
意
か
痔
っ
て
い

る
社
会
的
信
望
の
厚
い
人
▼
手
当

・
・
・
毎
月
一
万
二
千
円
支
給
▼
問
い

ふ
お
せ
・
：
詳
し
ぐ
は
京
都
府
福
祉

部
国
保
援
護
課
遺
族
援
護
係
（
豊

０
７
魯
１
１
１
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
府
）

　
警
察
官
の
採
用
試
験

　
▼
特
別
採
用
（
男
子
4
0
人
）
・
・
・
昭

和
3
2
年
４
月
２
日
～
4
2
年
４
月
１

日
に
生
次
れ
た
人
。
6
0
年
1
0
月
１

日
に
採
用
予
定
。

　
▼
大
卒
者
採
用
（
男
子
5
0
人
）
・
・
・

昭
和
3
3
年
４
月
２
日
～
3
9
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。
6
1
年

４
月
１
日
に
採
用
予
定
。

　
受
験
申
し
込
み
は
、
両
方
と
も

６
月
2
7
日
ま
で
、
詳
し
ぐ
は
宇
治

警
察
署
（
豊
⑩
1
1
1
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
牢
治
警
察
署
）

　　法務局

手数料の印紙が

　　一部替わります

　
七
月
一
日
か
ら
、
不
動
産
・

商
業
法
人
登
記
簿
の
謄
（
抄
）
本
、

　
十
月
一
日
に
行
わ
れ
る
国
勢

調
査
は
、
第
一
回
目
（
大
正
九

年
）
以
来
、
今
回
で
十
四
回
目

か
薮
え
ま
す
。

　
現
在
、
人
口
の
急
速
な
高
齢

化
が
進
行
し
て
い
る
中
で
、
国

や
自
治
体
で
は
こ
れ
に
対
ら
す

否
宝
含
ま
な
施
策
聚
ヶ
７
必

国政調

査

資
格
証
明
書
、
印
鑑
証
明
書
、

閲
覧
（
不
動
産
）
な
ど
の
手
数
料

が
、
従
来
の
収
入
印
紙
か
ら
「
登

記
印
紙
」
に
替
わ
り
康
ｙ
。

　
な
お
、
登
記
申
請
（
売
買
、
相

続
、
抵
当
権
設
定
、
会
社
設
立
、

役
員
変
更
な
ど
）
の
登
録
免
許

税
は
、
従
来
ど
お
り
収
入
印
紙

で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
「
登
記
印
紙
」
は
、
全
国
の
集

配
郵
便
局
、
登
記
所
最
寄
り
の

郵
便
局
、
印
紙
販
売
所
で
発
売

さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
京
都

地
方
法
務
局
宇
治
支
局
（
容
⑩

４
１
ｎ
／
‘
１
）
へ
ｏ

（
京
都
地
方
法
務
局
宇
治
支
局
）

化
社
会
に
向
つ
て
の
雇
用
問
題

に
必
要
な
資
料
登
得
る
こ
と
が

出
来
ま
ず
。

　
ま
た
、
世
帯
形
態
舎
が
析
す

る
こ
と
で
、
独
居
老
人
を
含
め

た
核
家
族
化
や
、
逆
に
三
世
代

同
居
の
推
移
な
べ
い
＆
い
ろ

な
社
会
的
変
化
が
明
ら
か
に
な

調
査
結
果
で

　
　
行
政
施
策
を
検
討

要
が
あ
り
未
了
。

　
こ
ｙ
し
た
施
策
を
検
討
す
る

資
料
に
な
る
の
が
、
国
勢
調
査

に
よ
る
デ
ー
タ
で
す
。
国
勢
調

査
で
高
齢
者
人
口
や
高
齢
化
の

進
行
状
況
、
就
業
状
態
、
地
域

分
布
、
家
族
構
成
な
芦
か
明
ら

か
に
な
り
、
年
金
、
医
療
な
ど

の
福
祉
施
策
や
、
そ
の
他
高
齢

他人への思いやりを

　騒音防止

り
未
丁
。

　
国
勢
調
査
は
、
国
や
自
治
体

が
社
必
一
的
変
化
に
適
５
す
る
施

策
奎
交
工
で
の
、
貴
重
な
資

料
と
な
る
も
の
で
す
。
い
わ
ば
、

私
た
ち
の
明
日
の
慕
ら
じ
を
探

る
羅
針
盤
の
よ
ラ
な
役
目
夕
果

た
す
も
の
と
言
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
企
画
課
）

　
暮
ら
し
の
中
で
音
が
発
墨
ｙ

る
の
這
双
の
こ
と
で
、
あ
る

程
度
は
や
り
盈
得
な
い
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
ス
テ
レ
オ
か
ら

流
れ
る
音
楽
や
ピ
ア
ノ
の
音
色

な
ど
、
自
分
に
と
っ
て
は
快
い

音
で
も
、
他
人
に
は
た
だ
不
快

な
「
騒
音
や
雑
音
」
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
他
の
人
の
気
持
を
思
い
や
り
、

日
ご
ろ
石
ら
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
（
環
境
保
全
課
）

466

宇治川の鵜飼

消
化
不
良
を
起
こ
す

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
の
排
水

悪質排水の処理

暮らしと下水道


	page1
	page2

